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日本列島の古代貝文化試論

1

は
じ
め
に

玉
や
琥
珀
、
真
珠
、
鼈
甲
、
象
牙
な
ど

は
、
古
来
、
時

に
距
離
を
い
と
わ
ず

求
め
ら
れ
加
工
さ
れ
て
、
民
族
固
有
の
美
意
識
や
伝
承
を
表
現
す
る
重
要
な
手

段
と
な

っ
て
き
た
。
独
自

の
表
現
力
を
も

つ
貝
殻
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。
日
本

列
島

に
お

い
て
も
、
少
な
か
ら
ぬ
文
物
が
南
北
に
わ
た
る
と
り
ど
り
の
貝
殻
に

よ

っ
て
表
現
さ
れ
て
き
た
。

こ
こ
で
は
、
貝
殻
の
関
与
す
る
文
化
現
象
の
総
体
を

「貝
文
化
」
と
よ
ぶ
こ

と
に
し
た
い
。
以
下
、
主
と
し
て
私

の
こ
れ
ま
で
か
か
わ

っ
て
き
た
貝
製
品
を

と
り
あ
げ
、

こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
し
て
日
本
文
化

の
枠
組
み
に
取
り
込
ま
れ

て
い
っ
た
か
を
整
理
し
て
み
た
い
。
こ
れ

に
よ
っ
て
貝
文
化
を
構
造
的
に
分
類

す
る
モ
デ

ル
を
示
し
、
今
後
の
貝
文
化
研
究
の
ス
テ
ッ
プ
に
し
た
い
と
思
う
か

ら
で
あ
る
。

2

素
材

と
し
て

の
貝

貝
殻
の
文
化
的
属
性
分
析

人
が
貝
殻
を
素
材

に
選
ぶ
の
は
、
特
定

の
貝
殻

の
あ
る
属
性
を
積
極
的
に
評

価

・
選
択
し
た
結
果
で
あ
る
。
本
論
に
は
い
る
前
に
、
貝
殻
に
備
わ
る
基
本
的

属
性
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
貝
殻
の
文
化
的
属
性
を
、
私
は
質
、
形
、
外
見
、

加
工
、
造
形

(構
造
性
)、
生
態

の
六

レ
ベ
ル
に
お

い
て
以
下

の
よ
う
に
考
え

た

(
"
以
下
は
具
体
的
な
属
性
の
内
容
)。

a

質

"
硬
く
組
織
的
。

b

形

二

定
し
て
い
る
。

c

外
見

の
美
観

"
固
有
の
色
、
艶
を
も

つ
。

d

加
工
の
効
果

"
切
断

・
研
磨

に
よ
る
効
果
大
。

e

構
造
性

"
完
成
さ
れ
た
固
有

の
造
形
を
も
つ
。

f

生
態

"
固
有

の
生
態
を
も

つ
動
物
の

一
部
分
で
あ
る
。
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写真1.動 物 の牙 を用い た装身具(牙 玉)長 崎県佐 賀貝

塚(縄 文 時代後期)。 猪、 オ ッ トセ イ、鮫 、キバ ノ ロ、 バ
ン ドウイルカの歯牙 を用い る。

 

六
レ
ベ
ル
に
わ
た
る
こ
の
よ
う
な
属
性

を
、
た
と
え
ば
翡
翠
や
真
珠
、
琥
珀
、

象
牙
な
ど
動
物

の
歯
牙
の
属
性
と
比
べ
て
み
よ
う
。
翡
翠

は
硬
く
て
多
く
は
緑

色
を
な
し

(
a
と
c
、
d
の
属
性
に
対
応
)、
真
珠
は
そ
の
ま
ま
で
美
し
く
完
成

さ
れ
て
お
り

(b
と
c
、
e
)、
琥
珀

は
磨

く
と
美
し

い
黄
色
～
朱
色
を
な
し

(
c
と
d
)、
動
物

の
歯
牙
は
硬
く
、

一
定

の
形
状
と
色

・
艶
を
も
ち
、
研
磨
効

果
が
高
く
、
そ
れ
自
体
完
成
さ
れ
た
造
形
美
を
備
え
、
動
物
個
体
の

一
部
で
あ

る

(a
、
b
、
c
、
d
、
e
、
f
)
(写
真

1
)。
以
上
の
素
材

の
属
性

は
、
歯
牙

を
除
く
と
二
～
三
レ
ベ
ル
に
亘
る
に
留
ま

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
貝

殻
は
歯
牙
と
同
様
、
素
材
と
し
て
豊
富
な
属
性
を
備
え
て
い
る
と
い
え
る
。
こ

れ
は
後
述
す
る
よ
う

に
、
貝
製
品

の
多
岐

に
わ
た
る
存
在
様
式
と
対
応
し
て
い

写真2.木 の杓子 、椰 子の実の杓子 、貝の

杓子 沖縄 県与那 国町の民俗資料館 展示。

左向 きにぶ ら下 がってい る杓子 はオオベ ッ
コウガサ の貝殻 を用いた もの。1997年 。

写真3.ア ワビの貝殻 を用 いた穂摘み具

穴。 弥生時代中期。
神奈川県間口洞

 

る
。な

お
以
下
に
用
い
る
貝
類

の
名
称
は
、
和
名
の
場
合
は
片
仮
名
で
表
記
し
、

科

レ
ベ
ル
の
場
合
は
こ
れ
を
平
仮
名
で
表
記
し
て
区
別
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

例
え
ば

「
ハ
マ
グ
リ
」
「
ゴ
ホ
ウ
ラ
」
は
固
有

の
和
名
、
「
い
も
が

い
」
「
し
ゃ

こ
が

い
」
は
科

の
名
ま
え
で
あ
る
。

3

貝
殻
使
用

の
文
化

レ
ベ
ル

日
本

に
お
け
る
貝
殻

の
使
用
例
を
集
め
て
み
る
と
、
こ
れ
を
単
純
に
素
材
と

し
て
評
価
し
使
用
す
る
場
合
と
、
そ
う
で
は
な
く
、
貝
殻
か
ら
連
想
さ
れ
る
何

ら
か
の
観
念

に
よ
っ
て
使
用
す
る
場
合
の
、
大
き
く
二
つ
の
立
場
の
あ
る
こ
と

!2



日本列島の古代貝文化試論

に
気
づ
く
。
以
下
素
材

の
文
化

レ
ベ
ル
別

に
述

べ
よ
う
。

ω

素
材
と
し
て
の
貝
殻

素
材
と
し
て
貝
殻
に
は
、
以
下

の
三

つ
の
使
用
状
況
が
あ
る
。

一
つ
は
便
宜

的
使
用
品
。
手
近
に
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
の
み
選
ば
れ
る
場
合
で
あ
る
。

大
型

の
貝
を
供
物
用

の
容
器
に
使
用
し
た
り
、
即
席

の
土
掘
り
具
に
し
た
り
、

(1

)

作
業
時

の
利
器
に
し
た
り
す
る
類
で
、
素
材

の
選
択

に
は

一
定

の
判
断
が
伴
う

も
の
の
、
何
を
選
ぶ
か
は
状
況
に
よ

っ
て
容
易

に
変
化
し
う
る
。
二
つ
め
は
、

(
2

)

(
3

)

(
4

)

代
替
品
で
あ
る
。
杓
子

(写
真
2
)、
穂

摘
み
具

(写
真
3
)、
湯
沸

か
し
器

の

よ
う
に
本
来
は
木
や
竹
製
、
金
属
製
で
あ

る
べ
き
道
具
を
、
入
手
が
困
難
な
状

況
下
、
次
善

の
策
と
し
て
貝
殻
で
代
用
し

た
も

の
で
あ
る
。
三

つ
め
は
最
適
品

と
し
て
の
使
用
で
あ
る
。
素
材
と
製
品
が

一
対

一
に
対
応
し
、
そ
の
貝
殻
で
な

げ
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど

の
価
値
を
獲
得
し

て
い
る
場
合
で
あ
る
。

三

つ
め
の
好
例

に
碁
石
が
あ

る
。
碁

石

の
白
石
は
チ
ョ
ウ
セ
ン

ハ
マ
グ
リ

ミ
町ミ
妹§

ミ
§
Q§
ミ
U
Φω冨
く
Φω
の
殻

で
作

っ
た
も
の
を
最
上
と
し
て
い
る
が
、

そ
れ
は
チ
ョ
ゥ
セ
ン

ハ
マ
グ
リ
の
質
感

・
美
観
が
碁
石
に
最
適
で
あ
る
と
愛
好

家

に
高
く
評
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
し
ゃ
こ
が

い
や
硬
質
ガ
ラ
ス
も
碁
石

の
素

(
5
)

材

で
は
あ
る
が
、
品
質
に
お
い
て

ハ
マ
グ

リ
碁
石
に
及
ぼ
な
い
と
い
う
。

②

観
念
の
表
出
手
段
と
し
て
の
貝
殻

何
ら
か
の
観
念
の
表
出
手
段
と
し
て
貝
殻
を
選
ぶ
場
合
に
も
、
観
念
と
貝
殻

の
間

に
は
イ
メ
ー
ジ
を
仲
介
に
し
た
二
種
類

の
対
応
関
係
が
あ
る
。

一
つ
は
、

社
会
に
特
定
の
イ
メ
ー
ジ
を
伴
う
観
念
が
す
で
に
あ

っ
て
、

こ
れ
が
貝

の
何
ら

か
の
属
性
に
対
応
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
例
え
ぽ

ス
イ
ジ
ガ
イ

ミ

鳶
鼕

らミ
議

ミ

らミ
謹

ミ

を
魔
除
け
と
す

る
習
俗
、
こ
れ
は
鉤
形

や
棘
は
辟
邪

に

効
果
的

で
あ
る
と
い
う
観
念
と
こ
れ
に
対
応
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
社
会
に
す
で
に

あ

っ
た
た
め
に
、
人
々
が

ス
イ
ジ
ガ
イ
の
棘
状

の
突
起
に
辟
邪
の
効
果
を
自
動

(
6
)

的
に
読
み
と

っ
て
し
ま
い
、
こ
れ
を
呪
具
に
し
た
結
果
と
い
え
る
。
ま
た
メ
ガ

イ
ア
ワ
ビ

爵

§
駐

劬§

o
ミ
職
菊
Φ①
<
Φ
等
が
魔
除
け
に
な

っ
た
の
は
、
魔
物

は

視
線
を
恐
れ
る
の
で
目
の
多
い
も

の
は
辟
邪
に
効
果
的
、
あ
る
い
は
光
る
面
は

魔
除
け
に
な
る
と
す
る
考
え
が

一
般

で
あ

っ
た
ゆ
え
に
、
人
々
は
そ

の
貝
殻
上

に
並
ん
で
開

い
た
呼
吸
孔
を
目
で
あ

る
と
自
然

に
読
み
替
え
て
イ
メ
ー
ジ
を
増

(
7
)

幅

さ
せ
、
内
側
を
外

に
む
け

た
貝
殻
を
辟
邪

の
具

に
し
た
の
で
あ
る

(写
真

4

・
5
)
。
こ
れ
ら
は
貝
に
よ

っ
て
辟
邪
観
念

の
イ
メ
ー
ジ
を
特
定

し
た
例
と

い
え
る
。

も
う

一
つ
は
、
貝
殻
に
よ

っ
て
こ
そ
観
念
が
具
体
イ
メ
ー
ジ
を
得
る
場
合

で

あ
る
。
例
え
ぽ
、
日
本
で
、
安
産

の
お
守
り
の
貝
は
た
か
ら
が

い

(広
義
の
小

安
貝
)
§

ミ
鳴§

鳴
と
決
ま

っ
て

い
る
。

こ
れ

は
た
か
ら
が

い
の
形
状
が

(
8

)

人
々
に
出
産
を
連
想
さ
せ
た
か
ら
で
あ

る
。
民
間

で
は
、
妊
婦
が
出
産
に
臨
ん

で

ハ
チ
ジ

ョ
ウ
ダ

カ
ラ

ミ
§

適
§

ミ
嚢
ミ
貯
ミ

困
昌
昌
鋤
Φ
信
ω
を
握
り
し
め

る
と
安
産
で
あ
る
と
い
う
。
安
産

へ
の
願
望
は
こ
の
よ
う
な
習
俗

の
有
無
に
関

わ
ら
ぬ
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
具
体
化
し
た
習
俗
は
、
た
か
ら
が
い
の
よ

13



う
な
造
形
物
が
存
在
し
な
け
れ
ば
生
ま
れ
得
な
か

っ
た
は
ず

で
あ
る
。
こ
れ
は

民
俗
観
念
が
貝
殻
に
よ

っ
て
こ
そ
旦
ハ体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
獲
得
し
得
た
例
と
い

え
よ
う
。

以
上

の
二

つ
の
立
場

に
お
い
て
貝
殻
は
と
も
に
あ
る
観
念

の
表
出
手
段

で
あ

表1.貝 殻使用にかんする文化レベルの枠組み

文化レベル 素材の価値 対応する貝殻の 類例(近 現代)

属性

形而下レベル 1.便 宜的素材 a・b・c・d 容器、作業用小道具など

(機能の実現手段)

II.代 替 素 材 a・b・c・d 貝杓子、ホラガイ製ヤカ

ンなど
冒

(9)
III.最 適 素 材 a・b・c・d 碁 石 、貝 ボ タ ン、 法螺 、

(io)(ii)

貝製飯蛸壷、貝錘など

形而上 レベル IV.イ メ ー ジ に e ス イジ ガ イの 魔 除 け 、 メ

(観念の表出手段) 対応する素材 ガイアワビの魔除けなど

V.イ メ ー ジ を e・f タカラガイの安産御守 り

喚起する素材 など

日

本

列

島

の
古

代

の
貝

製

品

に

は
、

ヤ

コ

ウ

ガ

イ

寒

さ

。

(卜
§

匙
職
ミ

)

ミ
ミ
§

o
ミ
ミ

い
ぎ
蠧

①
⊆
ω

の
螺

鈿

工

芸

(写
真

6
)
、

仏

教

(密

教
)

に

お

け

る

(
12

)

法

螺

、

ハ

マ
グ

リ

ミ

衡
ミ
蛛ミ

ミ
8
蕊
蟄

幻
α
α
ぎ
ひq

を

用

い

た
貝

覆

い
、

遡

っ
て

4

日
本
列
島
に
お
け
る
古
代
貝
文
化

の
様
相

⑧

貝
殻
使
用
に
か
ん
す
る
文
化
レ
ベ
ル
の
枠
組
み

述

べ
て
き
た
よ
う
に
、
貝
殻
を
使
用
す
る
文
化

レ
ベ
ル
に
は
、
「道
旦
ハの
素

材
」
と
し
て
の
レ
ベ
ル
と

「観
念

の
表
出
手
段
」
と
し
て
の
レ
ベ
ル
の
二
つ
が

あ

る
。
こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ

「形
而
下

レ
ベ
ル
」
、
「形
而
上

レ
ベ
ル
」
と
言

い
換

え
て
み
る
と
、
形
而
下

レ
ベ
ル
は
さ
ら
に

「便
宜
的
素
材
」
と

「代
替
素
材
」、

「最
適
素
材
」
、
形
而
上

レ
ベ
ル
は

「
イ
メ
ー
ジ

に
対
応
す
る
素
材
」
と

「
イ
メ

ー
ジ
を
与
え
る
素
材
」

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
を
、
先
に
の
べ
た

貝
殻
の
文
化
的
属
性

a
～
f
に
対
応
さ
せ
て
整
理
し
た
の
が
、
表
1
で
あ
る
。

表
で
は
、
貝
製
品

の
文
化

レ
ベ
ル

「便
宜
的
素
材
」
か
ら

「観
念

に
イ

メ
ー
ジ
を
与
え
る
素
材
」
ま
で
の
五
段
階
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ー
～
V
の
数
字
を
与

え
た
。
数
字
が
増
す
ほ
ど
貝
の
属
性

に
対
す
る
限
定
度
が
強
ま
り
、
文
化
的
意

味

の
増
大
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
。

る
。
前
者
で
は
、
何
ら
か
の
イ
メ
ー
ジ
を
も

つ
観
念

の
数
あ
る
表
出
手
段
の
う

ち
の

一
つ
が
貝
殻
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
で
は
貝
殻
が
イ
メ
ー
ジ
の
漠
然
と

し
た
観
念
か
ら
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
を
引
き
だ
す
た
め
の
手
段
と
な

っ
て
い
る
。
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縄
文
、
弥
生
、
古
墳
の
各
時
代

に
わ
た

る
貝
製
腕
輪

(貝
輪
)
な
ど
が
あ
る
。

以
下
、
日
本
列
島

の
古
代
貝
文
化
を
代
表
す
る
文
物

に
つ
い
て
、
先

に
示
し
た

分
類

レ
ベ
ル
ご
と
に
述

べ
て
い
こ
う
。

そ
の
際
、
列
島
内

で
最
も
貝
文
化
の
さ

か
ん
な
琉
球
列
島
と
、
九
州
以
北
の
地
域
を
比
較
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
貝

文
化

の
特
徴
を
抽
出
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
い
。

ω

形
而
下
レ
ベ
ル
ー

代
用
品
と
し
て
の
貝
製
品

(13

)

①
沿
岸
民
の
用
い
た
南
海
産
貝
輪

縄
文
時
代
晩
期
～
弥
生
時
代
初
頭
、
九
州
西
海
岸
の
五
島
列
島
、
松
浦
半
島
、

響
灘
沿
岸
、
島
根
半
島
沿
岸
の
人
々
の
間
に
、
縄
文
時
代

の
文
化
伝
統
と
は
異

写真4.ア ワビの魔除 け 鶏小屋 に アワビの殻 を吊る して

イ タチな どの害を避 ける。 山口県玖 珂郡向垰 の山村 にて。

1994年 。

な
る
ス
タ
イ
ル
の
貝
製
腕
輪

(貝
輪
)
が
流
行
す
る
。
縄
文
時
代

の
貝
輪
は
、

近
海

の
二
枚
貝
を
用
い
て
作
り
、
も

っ
ぱ
ら
大
人

の
女
性
が
着
装
す
る
装
身
旦
ハ

で
あ

っ
た
。
新
し
く
登
場
し
た
貝
輪
は
、
近
海

の
二
枚
貝
に
加
え
て
ゴ
ホ
ウ
ラ

靄

らo
ミ
蹄

ミ
融
芻
ミ
§

い
ぎ
鐔

Φ仁
ω、

い
も
が

い

O
o
ミ
§
僑、
オ
オ
ッ
タ
ノ

ハ

導

ミ
ミ

(頴

ミ
§
犠
ミ
ミ
)
愚
職
§
亀
空
一ωび
曼

と
い
う
琉
球
列
島
産

の
大
型
巻
貝

を
見
事

に
磨

い
た
円
環
形

の
美
し
い
腕
輪

で
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず

に
使
用
す

る
も

の
で
あ

っ
た

(写
真
7
・
8
・
9
)。
こ
れ
を
最
初

に
使
用
し
た
人
々
は
、

朝
鮮
半
島
系
の
墓

で
あ
る
支
石
墓
や
覆
石
墓

に
葬
ら
れ
て
い
た
の
で

(長
崎
県

北
松
浦
郡
松
原
、
佐
賀
県
呼
子
町
大
友
、
山
口
県
豊
浦
町
中
ノ
浜
の
各
遺
跡
)
腕
輪

習
俗
も
本
来
朝
鮮
半
島

に
由
来
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
様

写真5.ア ワビの魔除 け 貝殻の内側 を外 に向けて牛馬舎

の軒下 に打 ち付 け られたア ワビ。山 口県阿武郡 川上町野土

呂の 山村 にて。1993年 。

O

写真6.ヤ コウガイ、ア ワビを用 いた螺鈿 貝殻 か ら細長

い帯状 の部 分を切 り取 って加工す る。琉球漆器 の工房 にて

1993年 。
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写真7.ゴ ホウラ、 ダイミ ョウイモ ガイ、アカガ イ 上の
二つが ゴホ ウラ、手前左 がダイ ミョウイモ ガイ、 手前右の

二っが アカガ イ。

の
貝
輪

は
同
時
期
の
朝
鮮
半
島
支
石
墓
社

会
に
今

の
と
こ
ろ
見

つ
か

っ
て
い
な

い
。
彼
の
地

に
多
く
み
ら
れ
る
の
は
青
銅

の
円
環
形

の
腕
輪
で
あ

る
。
ま
た
や

や
時
期
は
下
る
が
、
弥
生
時
代
の
九
州

に
舶
載
さ
れ
た
腕
輪

に
、
円
環
形

の
ガ

ラ
ス
製
腕
輪
が
あ
る
。
弥
生
時
代
に
新
た

に
登
場
す
る
腕
輪

の
源
流
が
支
石
墓

社
会
に
発
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
沿
岸
民
た
ち
の
用
い
た
ゴ
ホ
ウ
ラ
、
い
も
が

い
、

オ
オ
ッ
タ
ノ

ハ
の
貝
輪
は
、
半
島

・
大
陸
人
た
ち
の
青
銅
や
ガ
ラ
ス
製

の
円
い

腕
輪
に
対
応
す
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

縄
文
時
代
晩
期
～
弥
生
時
代
初
頭
、
西
北
九
州
沿
岸
か
ら
山
陰
の
沿
岸

に
登

場
し
た
円
い
貝
輪
は
、
朝
鮮
半
島

の
人
々

の
用
い
て
い
た
青
銅
や
ガ
ラ
ス
、
あ

ぎ
よ
く

 る
い
は
そ
の
延
長

に
あ
る
玉
で
作

っ
た
円
環
形
の
腕
輪
を
、
貝
を
用

い
て
模
造

写真8.オ オ ツタ ノハ 宝島で採取 した もの。

写真9.弥 生時代初期 の沿岸民 の貝 輪 島根 県古浦遺跡 で

出土 したオ オツタ ノハ とハ イガイの腕輪。

し

た

腕

輪

で

あ

っ
た

と
、

私

は
考

、兄
て

い

る
。

(
14

>

 ②
広
田
遺
跡

の
貝
製
品

種
子
島
南
部
の
東
海
岸
、
太
平
洋

に
面
す
る
砂
丘
に
弥
生
時
代
後
期
～
古
墳

時
代
の
集
団
墓
地
、
広
田
遺
跡
が
あ
る
。
埋
葬
さ
れ
た
広
田
遺
跡
人
た
ち
は
、

お
び
た
だ
し
い
貝
製
装
身
旦
ハを
伴

っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
貝
輪
、
長
方
形

の
札

状
製
品

(貝
符
)
(写
真
10

・
11
)
、
勾
玉
状

の
装
身
具

(竜
佩
)
(写
真
12
)
、
玉

類

(ぞ
う
げ

つ
の
が
い
製
玉

b
黛
§
ミ
ミ
§
鳴、
貝
製
臼
玉

・
小
玉
、
ノ
シ
ガ
イ
製
玉

黜
G・§
&
§
貸
§
§
ミ
ミ
ミ

い
ヨ
蠧
雲
ω)、
円
盤
状

・
方
形
盤
状

の
貝
製
品
な
ど

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
素
材
貝
類
は
、
種
子
島
周
辺
で
入
手
可
能
な
も

の
と
、
よ

り
南

の
サ
ン
ゴ
礁
地
域
か
ら
輸
入
し
た
も

の
と
で
成
り
立

っ
て
い
る
。
広
田
遺

16
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跡
の
貝
製
品

は
、
種
子
島
を
ふ
く
む
琉
球
列
島

の
他
地
域

の
貝
製
品
に

一
部
共

通
す
る
も

の
の
、
そ
の
多
く
は
広
田
遺
跡

に
特
有

で
あ
る
。
貝
製
品
の
形
状
、

貝
符
上
に
彫
刻
さ
れ
た
図
文
や
、
彫
刻

の
雰
囲
気
が
古
代
中
国

の
文
物
に
共
通

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
は
や
く
金
関
丈
夫

・
国
分
直

一
両
氏
に
よ

っ
て
、
広
田

ぎ

よ
く

遺
跡

の
貝
製
品
は
中
国
古
代

の
玉
製
品
を
模
し
た
も

の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
今
日
ま
で
大
方

の
賛
同
を
得

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

広
田
遺
跡
の
貝
符
、
竜
佩
を
観
察
す
る
限
り
、
彫
刻
さ
れ
た
文
様
は
明
確
な

(
15

)

る
範
型
を
も

つ
と
み
ら
れ
る
が
、
明
ら
か

に
貝

(い
も
が
い

〔写
真
13
〕)
で
製

作
す
る
に
適
し
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
本
来

の
素
材
に
よ
る
製
品
が
別
に
あ

っ

た
こ
と
を
強
く
思
わ
せ
る
。
貝
符
は
、
貝
を
代
替
素
材
に
用

い
た
何
ら
か
の
模

写真10.貝 符

併行期。

鹿児島県広田遺跡。弥生時代～古項時代

造
製
品
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
本
来

の
姿
は
、
や
は
り
玉
に
よ
る
同

様

の
製
品
で
あ

っ
た
ろ
う
。
広
田
遺
跡
が
調
査
さ
れ
て
か
ら
す

で
に
四
〇
年
を

経
過
す
る
が
、

こ
れ
ら
貝
製
品
に
対
応
す
る
べ
き
玉
製
品
は
、
残
念
な
こ
と
に

中
国
に
お
い
て
未
発
見
で
あ
る
。

②

形
而
下
レ
ベ
ル
ー

最
適
素
材
と
し
て
の
貝
製
品

(
16

)

①

い
も
が

い
を
用

い
た
馬
旦
ハ

朝
鮮
半
島
新
羅

の
五
～
六
世
紀

の
王
墓
に
は
、
し
ば
し
ば
豪
華
な
馬
旦
ハが

一

式
伴
う
。
そ
の
中
に
は
雲
珠

・
辻
金
具

・
飾
り
金
具
と
よ
ば
れ
る
革
紐
ど
う
し

を
固
定
し
た
り
装
飾
す
る
金
旦
ハが
あ
り
、
こ
れ
ら
は
し
ば
し
ば
凝

っ
た
デ
ザ
イ

写真11.貝 符 鹿 児島県広田遺跡。古墳時代併行期 。

写真12.竜 佩

時代併行期。

鹿児島県広田遺跡。弥生時代後期～古墳

17



写真13.い もが い(ア ンボ ンクロザ メ)

 

ソ
を
も

つ
。
金
具
に
は
緑
色
と
紺
色

の
ガ

ラ
ス
を
巡
ら
し
た
伏
せ
鉢
状

の
台
座

が
組
み
合

っ
た
り
す
る
が
、
五
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
初
頭
、
こ
れ
ら
と
同
列

に

い
も
が

い
を
用

い
た
台
座
が
登
場
す
る

(写
真
14
)。
暗

い
色
調

の
馬
と
革
帯

に
、
輝
く
金
色
の
金
旦
ハと
真

っ
白
な
い
も
が

い
は
、
遠
目
に
も
映
、兄
て
人
気
が

あ

っ
た
ら
し
く
、
こ
れ
以
後
、
新
羅
で
は
さ
か
ん
に
い
も
が

い
を
用

い
た
金
銅

製

の
雲
珠

・
辻
金
旦
ハ
・
飾
り
金
具
が
使
用

さ
れ
る
。
こ
の
流
行
は
間
も
な
く
九

州
や
西
日
本
に
伝
わ
り
、
古
墳
時
代
後
期

の
馬
旦
ハを
特
徴
づ
け
て
い
く
。
馬
旦
ハ

に
使
わ
れ
た
い
も
が

い
は
や
や
大
型

の
も

の
で
、
サ
ソ
ゴ
礁
地
域

に
産
す
る
種

と
み
ら
れ
る
。
新
羅
人
は
お
そ
ら
く
九
州

の
豪
族
を
介
し
て
、
琉
球
列
島
産

の

い
も
が

い
を
入
手
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
も
が

い
を
用

い
た
雲
珠

.
辻
金
旦
ハ
.

写真14.い もがい を用 いた馬具 上 段 は飾 り金 具、下 段

は辻金具。福 岡県川島古墳。古墳時代後期 。

写真15.ヤ コウガイ

飾
り
金
具
は
、
や
が

て
関
東

の
武
人
た
ち
に
も
愛
用
さ
れ
、
流
行
は
日
本
で
そ

の
後

一
〇
〇
年
ほ
ど
続
く
。

い
も
が

い
を
用
い
た
馬
具
は
、
貝
殻
が
そ
れ
本
来

の
材
質
価
値
を
も

っ
て
評

価
さ
れ
た
例
と
い
え
る
。

(17

V

②
琉
球
列
島
の
ヤ

コ
ウ
ガ
イ
容
器

琉
球
列
島

の
遺
跡
で
は
縄
文
時
代
以
来
古
墳
時
代
併
行
期
に
至
る
ま
で
、
う

み

ぎ

く

が

い

魯

§

魯

鳶
§

Q
や

し

ゃ

こ

が

い

竈

§

q
ミ

§

恥
、

ヤ

コ
ウ

ガ

イ

 (写
真
15
)、
巻
貝
の
殻
軸
部
を
用

い
た
容
器
が
頻
繁

に
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
は

お
そ
ら
く
琉
球
列
島

に

一
般
的
な
食
器
で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
中

で
も
特
徴
的
な

の
は
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
製

の
ヒ
シ
ャ
ク
状
容
器
で
あ
る

(写
真
16
)。

18



日本列島 の古代II文 化試論

ヤ

コ
ウ
ガ
イ
製

ヒ
シ
ャ
ク
状
容
器
は
、

ヤ

コ
ウ
ガ
イ
の
体
層
を
大
き
く
割
り

取
り
、
割
り
と

っ
た
貝
殻

の
殻
口
部
近
く

に
え
ぐ
り
を
い
れ
て
把
手
を
つ
く
り
、

貝
殻
表
面

・
周
縁
を
入
念

に
研
磨
し
て
作

る
匙
形

の
容
器
で
あ

る
。
把
手
に
は

し
ぼ

し
ぼ
V
字
状
の
刳
り
こ
み
や
華
麗
な
彫
刻
が
施
さ
れ
、
鮮
や
か
に
磨
き
出

さ
れ
た
緑
色

の
貝
殻
外
面
、
真
珠
光
沢
を
も

つ
内
面
と
と
も
に
こ
の
器
に
豪
華

な
雰
囲
気
を
与
え
て
い
る
。
彫
刻
を
も

つ
も
の
は
、
お
そ
ら
く
何
ら
か
の
儀
礼

に
か
か
わ
る
特
別
の
容
器
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
容
器
は
先
島
を
除
く
琉
球
列
島
に
独
自

の
も

の
で
、
先
史
時
代

か
ら
古

琉
球
期
に
至
る
ま
で

二

六
世
紀
)
の
四
千
年
間
、
そ
の
様
式
を
若
干
変
化

さ

せ
な
が
ら
作
り
続
け
ら
れ
て
い
る
。
私
は
か
つ
て

『
お
も
ろ
さ
う
し
』

に
し
ば

写真16.ヒ シ ャク形ヤ コウガ イ製 品

遺跡出土。

鹿児島 県マ ツノ ト

し
ぼ
見
ら
れ
る

「金

の
御
柄
杓
、
真
玉
の
御
柄
杓
」
等

の
記
述

か
ら
、
グ

ス
ク

出
土

の
ヤ

コ
ウ
ガ
イ
容
器
を
琉
球
王
朝
の
儀
礼

に
用
い
ら
れ
る
柄
杓

の
一
つ
で

は
な
い
か
と
推
測
し
た
。
先
史
時
代
か
ら
の
継
続
使
用
は
、
こ
れ
を
思
わ
せ
る

に
充
分
で
あ
る
。

ヒ
シ
ャ
ク
状
容
器
は
、

ヤ
コ
ウ
ガ
イ
以
外
の
素
材

で
は
作
ら
れ
る
こ
と
の
な

か

っ
た
容
器
で
あ
る
。
南
島

に
お
い
て
お
そ
ら
く
儀
礼
用
の
匙
で
あ

っ
た
容
器

は
、
独
特

の
質
感
を
も

つ
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
を
そ
の
唯

一
の
素
材
と
し
て
い
た
と
い

え
る
。

(18
)

③

ホ
ラ
ガ
イ
の
法
螺

法
螺
は
本
来
、
コ

切
衆
生
の
罪
を
消
滅

さ
せ
、
覚
悟
さ
せ
」
た
り
、
コ

切

写真17.東 寺所 蔵の シ ャンクガイ製法螺

た 「白螺貝一 口」で ある可能性 が高 い。
空海が請来し

写真18.シ ャ ンクガ イ イン ド東 南岸 および ス リランカ

に分布。 沖縄 貝類標 本館所蔵。
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写 真19.ボ ウ シ ュ ウ ボ ラ の類 左 か ら トウ カ イ ボ ラ、 ナ

ソ カ イボ ラ、 ボ ウ シ ュ ウボ ラ。

 

諸
天
を
召
呼
」
す
る
た
め
等

に
吹
く
仏
教

上
の
役
割
を
お
び
た
楽
器
で
あ
る
。

日
本
最
初

の
法
螺
は
、
記
録

に
よ
る
限
り
大
同
元

(八
〇
六
)
年
空
海
が
唐
よ

り
請
来
し
た

「白
螺
貝

一
口
」
で
あ
る
。

こ
の

「白
螺
貝

一
口
」
は
、
現
在
ま

で
厳
重
な
管
理
の
も
と
に
伝
え
ら
れ
て
き

た
東
寺

(教
王
護
国
寺
)
「御
請
来
遺

物
」
の
中

の
シ
ャ
ン
ク
ガ
イ
製
法
螺

で
あ

る
可
能
性
が
高

い

(写
真
17
)。

シ

ャ
ソ
ク
ガ
イ

寒

さ
き
職
ミ
陰
ミ
ミ

(】ピ
一】ビ
P蝉
①⊆
ω)

(写
真
18
)
は
白
色
を
し
た
、

ス
リ
ラ
ン
カ
に
産
す
る
巻
貝
で
あ
る
。
九
世
紀
前
葉
ま
で
、

シ
ャ
ン
ク
ガ
イ
は

仏
教
に
お
け
る
法
螺

の
お
そ
ら
く
唯

一
の
素
材
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
中
国
で
皇
帝
が
か
わ
る
と
、
仏
教
弾
圧
等
に
よ

っ
て
唐
の
仏
教
は

急
激
に
衰
退
し
て
い
き
、
長
安
ー
イ
ン
ド
間

の
往
来
も
稀
に
な

っ
て
し
ま
う
。

写真20.ホ ラガイの法螺 法 隆寺 保管の法螺。

写真21.ゴ ホウラと初期の南海産貝輪 右二つは福岡県
金隈遺跡出土品。男性が右腕にはめていた。弥生時代前期。

 

中
国
の
寺
院
は
全

て
の
法
具
を
自
前
で
調
達
す
る
必
要

に
迫
ら
れ
、
法
螺
に
つ

い
て
も
中
国
近
海

の
大
型
巻
貝
で
こ
れ
を
ま
か
な
う
よ
う
に
な

っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。
空
海

の
後
、
同
じ
長
安
の
寺
院

に
留
学
し
た
恵
運
が
日
本

に
持
ち
帰

っ

た
法
螺
は

「
五
色
螺
子
」
で
あ
る
。
字
句

か
ら
み
る
と
こ
れ
は
白

い
シ
ャ
ソ
ク

ガ
イ
の
法
螺

で
は
な
く
、
中
国
南
海
産

の
大
型
巻
貝
で
あ

っ
た
ろ
う
。
日
本

で

も
九
世
紀
末

に
は
遣
唐
使
が
廃
さ
れ
、
唐
と
の
公
的
関
係
は
疎
遠

に
な
る
。
し

か
し
国
内
で
は
密
教
が
順
調
に
発
展
し
、
工
芸
技
術

の
発
展
と
と
も
に
法
旦
ハの

国
内
調
達
は
進

ん
だ
と
み
ら
れ
る
。
法
螺

に
つ
い
て
も
お
そ
ら
く
は
日
本
近
海

の
大
型
巻
貝

(ボ
ゥ
シ
ュ
ゥ
ボ
ラ

O
ぎ
ミ
§
ミ

の§
N罸
Q
。。黛
ミ
§

菊
ΦΦ〈
Φ
類
)
が

こ

れ
に
充
て
ら
れ
た
で
あ
ろ
う

(写
真
19
)。

20
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一
〇
世
紀
後
半
か
ら

一
一
世
紀
、
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
は
再
び
勢

い
を
取
り
戻

す
。
中
国
宋
朝
は
仏
教
を
保
護
す
る
政
策

を
と
り
、
朝
鮮
半
島
で
は
高
麗
が
熱

心
な
仏
教
国
と
し
て
登
場
す
る
。
こ
の
時
期

の
記
録
に
よ
る
と
、
日
本
か
ら
法

螺
が
こ
れ
ら
の
国
に
献
上
品
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
て
お
り
、
日
本
で
調
達
さ
れ

た
法
螺
が
東

ア
ジ
ア
に
お
い
て

一
定

の
需
要
を
保

っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
こ

の
時
期
実
際
に
取
引
さ
れ
て
い
た
法
螺
は
、
国
内

の
ど

の
巻
貝
だ

っ
た
の
だ
ろ

う
。
当
時

の
東
中
国
海
域
を
往
来
す
る
商
人
た
ち
の
行
動
範
囲
が
、
す

で
に
琉

球
列
島
を
含

ん
で
北
海
道
に
お
よ
ん
で
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ぽ
、
交
易
品
に

琉
球
列
島
産

の
大
型

の
ホ
ラ
ガ
イ

O
ぎ

こ
ミ
犠
ミ
む
ミ
仂
(H、一コ
⇒
餌
Φ二
ω)
が
含
ま

れ
て
い
た
可
能
性
ば
高

い
。

写 真22.い もが い貝輪 をはめた女性 佐 賀県花浦 遺跡。

女性 が左腕 に18個 の腕 輪を はめ ている。弥生時代 中期。

一
四
世
紀
に
な

っ
て
、
法
螺

の
実
体
は
よ
う
や
く
明
ら
か
に
な
る
。
法
隆
寺

に
は

一
四
世
紀
初
頭

の
銘
を
も

つ
ボ
ウ
シ
ュ
ウ
ボ
ラ
類

の
法
螺
と
ホ
ラ
ガ
イ
製

法
螺
が
各

一
点
、

一
五
世
紀
後
半

の
銘
を
も
つ
ホ
ラ
ガ
イ
製
法
螺
が

一
点
あ
る
。

一
四
世
紀
末

の
記
録

に
現
わ
れ
る
東
大
寺

の
法
螺
二
点
は
現
在
も
東
大
寺

に
保

管
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
ボ
ウ
シ
ュ
ウ
ボ
ラ
類
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
ボ
ウ
シ

ュ
ウ
ボ
ラ
類
は
日
本
近
海
産
、

ホ
ラ
ガ
イ
は
琉
球
列
島
産
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
類
推
す
れ
ぽ
、
九
世
紀
以
降

の
古
代

の
法
螺
に
も
、
こ
れ
ら

の
巻
貝
が
使

用
さ
れ
て
い
た
可
能
性

は
高

い

(写
真
20
)
。

近
世
、
近
代
に
か
け
て
、
法
螺

の
素
材
は
も

っ
ぱ
ら
ホ
ラ
ガ
イ
に
よ

っ
て
占

め
ら
れ
て
く
る
。
し
か
し
近
年
、
琉
球
列
島
産

の
大
型
ホ
ラ
ガ
イ
は
す

で
に
稀

写 真23.い もがい貝輪

生 時代 終末期。

鹿児島県松の尾遺跡出土品0弥

写真24.薄 手に変化していくゴホウラ貝輪 左は福岡県
諸岡遺跡出土、右は同じく立岩遺跡出土。弥生時代中期。
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写真25.ゴ ホ ウラ貝輪

生時代前～ 中期 。

山口県土井ケ浜遺跡出土品。弥

 

で
、
現
在

は
も

っ
ぱ
ら

フ
ィ
リ
ピ
ン
近
海

の
も
の
が
修
験
道
用
に
輸
入
さ
れ
て

い
る
。

日
本
に
お
け
る
法
螺

の
素
材

は
、

シ
ャ
ン
ク
ガ
イ
か
ら
中
国
渡
来

の

「五
色

螺
子
」
に
、
さ
ら
に
本
州

・
琉
球
列
島
産

の
巻
貝

(ボ
ゥ
シ
ュ
ゥ
ボ
ラ
類
、
ホ

ラ
ガ
イ
)
に
な
り
、
近
世
以
後
は
も

っ
ぱ

ら

ホ
ラ
ガ
イ
に
な

っ
た
。

ホ
ラ
ガ
イ

は
遥
か
な
時
間
を
か
け
て
、
法
螺

の
唯

一
の
素
材

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

③

形
而
上
レ
ベ
ル
ー

イ
メ
ー
ジ
に
対
応
す
る
貝
製
品

(
19

)

①
農
耕
民
の
南
海
産
貝
輪

弥
生
時
代
、
響
灘
か
ら
北
部
九
州
の
沿
岸
平
野
部
を
中
心
に
、
ゴ

ホ

ウ

ラ

と

写真26.貝 輪をもとにした儀礼の腕輪 左は碧玉製の鍬

形石(滋 賀県雪野山古墳出土)。右の二つは銅製品(京 都
府芝ケ原古墳)。弥生時代終末～古墳時代前期。

写真27.巴 型銅器 上段;佐 賀県桜馬場

遺跡出土、中段;佐 賀県東宮裾遺跡出土、
下2段;香 川県森弘遺跡出土。いずれも弥
生時代後期。

 

い
も
が

い
を
用

い
た
特
色
あ
る
形
状

の
腕
輪

(貝
輪
)
が
流
行
し
た
。
ゴ
ホ
ウ

ラ
と
い
も
が

、
は
、
琉
球
列
島

の
サ
ン
ゴ
礁
域
に
生
息
す
る
大
型
巻
貝
で
、
こ

れ
ら
で
作

っ
た
腕
輪
を
と
く
に
南
海
産
貝
輪
と
呼
ん
で
い
る
。
ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
輪

は
専
ら
男
性

の
右
腕
に
は
め
ら
れ

(写
真
21
)
、
い
も
が

い
に
よ
る
貝
輪

は
女

性
が
左
ま
た
は
両
腕
に
は
め
た

(写
真
22

・
23
)。
南
海
産
貝
輪

の
形
状
は
、

一

般
の
腕
輪
と
著
し
く
異
な
り
、
巻
貝
の
う
ず
ま
き
構
造
を
と
り
こ
ん
だ
立
体
的

な
厚

い
造
形

で
あ
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
る

(写
真
23
)。
こ
れ
ら
の
分
厚

い
貝
輪
は
、
や
が

て

一
度
に
着
装
可
能
な
数
を
ふ
や
す
た
め
に
次
第

に
細
身
に

な
り
、
う
ず
ま
き
を
部
分
的

に
残
し

つ
つ
全
体
形
状
を
変
化
さ
せ
て
い
く
。
細

身

に
変
化
し
て
い
く
過
程
で
も
、
貝
輪

に
は
う
ず
ま
き
を
最
大
限

に
残
そ
う
と

22



図1.弥 生時代のうずまき意匠

0 20cm

1京 都府比 丘尼城の銅鐸(高 さ107.Ocm)2兵 庫 県桜 ヶ丘 の銅 鐸(高 さ64.2cm)3兵 庫県神種 の銅鐸(高 さ35.5

cm)4「 伝 伯耆」 の銅鐸(高 さ19.7cm春 成1989図8引 用)5広 島 県福 田 の銅 鐸(高 さ19.Ocm同 前 図3引

用)6岡 山県瑜珈 山の銅剣(長 さ46。7cm)7韓 国伝洛東 江流域 の八珠 銅鈴(春 成1987図14の2引 用)8滋 賀 県

服 部の木製 櫛9大 阪府巨摩廃寺 の四脚 台形木製品(大 阪府文化財 セ ンター1982第18図 を もとに作成)



す
る
配
慮
が
認

め
ら
れ
る

(写
真
24
)。

し
か
し
南
海
産
貝
輪
を
最
初

に
創
造

し
た
福
岡
平
野
と
響
灘
沿
岸

に
お
い
て
は
、
依
然
と
し
て
初
期

の
形
状
が
持
続

し
、
う
ず
ま
き
は
強
調
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
私
は
南
海
産
貝
輪

の
本

義

は
、
巻
貝
の
う
ず
ま
き
構
造
に
深
く
か
か
わ

っ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
、
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た

(写
真
25
)。

こ
の
よ
う
な
貝
輪
は
、
金
属
器
や
甕
棺
墓

に
よ

っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
農
耕

的
な
社
会
と
、
貝
製
品
や
石
棺

に
よ

っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
響
灘
沿
岸

の
半
農

半
漁
的
な
社
会

に
よ

っ
て
支
持
さ
れ
て
き

た
。
い
ず
れ
も
朝
鮮
半
島

の
文
化
的

影
響

の
強

い
地
域

で
の
現
象
な
の
で
、
南
海
産
貝
輪
が
登
場
す
る
契
機
も
、
朝

鮮
半
島

の
農
耕
社
会
に
求
め
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
私
は
、
朝
鮮
半
島
南
部

の

同
時
期

の
祭
祀
旦
ハの
中

に
う
ず
ま
き
文
様

(連
続
渦
文
、
双
頭
渦
文
な
ど
)
が
頻

繁

に
登
場

し
、
ま
た
弥
生
人

の
作

っ
た
祭
祀
旦
ハ
(銅
鐸
、
銅
剣
、
木
製
品
)
に

も
同
様

の
文
様
が
好
ん
で
採
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る

(図
1
)
。

こ
れ
は
弥
生
人
が
自
ら
の
祭
祀

に
臨
ん
で
、
外
来

の
シ
ソ
ボ

ル
文
様

の
中
か
ら
、

う
ず
ま
き
文
様
と
こ
れ
に
付
随
す
る
祭
祀

的
な
意
味
を
主
体
的
に
選
択
し
た
か

ら
で
は
な
い
か
。
で
は
う
ず
ま
き
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
は
何
か
。
私
は
、
う
ず

ま
き
文
様
が
と
く
に
農
耕
社
会
で
珍
重

さ
れ
た
情
況
か
ら
、
弥
生
人
が
こ
れ
を

植
物

の
生
長

に
関
わ
る
生
命
力

の
記
号
と
し
て
理
解

し
た
の
で
は
な

い
か
と
想

像
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
想
定
し
て
南
海
産

の
貝
類
を
み
る
と
、
彼
ら
が
如

何
な
る
考
え

の
も
と
に
ゴ
ホ
ウ
ラ
と
い
も
が

い
を
選
び
取

っ
た
か
は
理
解

し
や

す
い
。
こ
の
二
つ
は
見
事
な
う
ず
ま
き

の
他

に
、
他
貝
に
ま
さ
る
厚
さ
と
大
き

さ
を
備
え
て
い
る
。
う
ず
ま
き
を
内
包
す
る
素
材
で
つ
く

っ
た
腕
輪
を
司
祭
者

が
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
生
命
力
を
体
現
し
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
弥

生
人
に
と

っ
て
す
で
に
大
き
な
意
味
を
も

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

南
海
産
貝
輪
は
、
外
来
の
祭
祀
観
念
を
弥
生
人
か
み
ず
か
ら
解
釈
し
、
適
材

を
琉
球
列
島
産

の
巻
貝
の
中
に
見

い
だ
し
て
作
り
上
げ
た
創
造
性
あ
ふ
れ
る
産

物
で
あ

る
、
と
私
は
考
え
て
い
る
。
ゴ
ホ
ゥ
ラ
と
い
も
が

い
は
、
そ
の
明
瞭
な

う
ず
ま
き
構
造

の
故
に
、
観
念

の
表
現
手
段
と
し
て
素
材

に
選
ば
れ
た
の
で
あ

る
。
な
お
、
素
材
に
貝
が
選
択
さ
れ
た
副
次
的
要
因
に
、
貝

の
玉
質
感
と
白
色

で
あ
る
こ
と
を
尊
ぶ
中
国
的
な
価
値
観

の
あ

っ
た
こ
と
も
考
慮

に
い
れ
て
よ
い

だ
ろ
う
。

(20
)

②
下
賜
さ
れ
た
南
海
産
貝
輪

古
墳
時
代
初
頭
、
南
島
交
易

の
主
た
る
利
権
を
掌
握
し
た
ヤ
マ
ト
政
権

は
、

琉
球
列
島
か
ら
ゴ
ホ
ゥ
ラ
や
い
も
が
い
、
オ
オ
ッ
タ
ノ
ハ
な
ど
弥
生
時
代
と
同

様

の
大
型
巻
貝
を
入
手
し
続
け
、
こ
れ
を
腕
輪
に
加
工
し
て
儀
式

の
具
と
し
て

い
た
。
し
か
し
間
も
な
く
腕
輪
加
工
の
主
流
は
、
貝
輪

の
形
状
を
碧
玉
や
銅

で

模
倣
し
た
玉
製
腕
輪
類

の
製
作
に
移
り
、
南
海
産

の
貝
類

の
需
要
は
減
少
し
て

い
く

(写
真
26
)。
た
だ

ヤ

マ
ト
政
権
が
、
み
ず

か
ら
初

め
て
需
要

を
開
発

し

た
新
登
場

の
巻
貝

に
つ
い
て
は
、
貝
そ

の
も

の
の
輸
入
が
古
墳
時
代
中
期
ま
で

継
続
す
る
。

そ
れ
は
ス
イ
ジ
ガ
イ
や
テ
ソ
グ
ガ
イ

O
ミ
8
ミ
§

§
§
8
婁

(H
、一昌
昌
①
①
二
ω)

で
、
貝
殻
に
明
瞭
な
突
起
や
棘
を
も

つ
大
型
巻
貝
で
あ
る
。

ス
イ
ジ
ガ
イ

.
テ

24
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ン
グ
ガ
イ
で
作
ら
れ
た
腕
輪

は
、
突
起

や
棘
な
ど
を
磨
き
だ
し
、
本
来

の
形
状

の
奇
抜
さ
を
強
調
す
る
よ
う
な
造
形

で
、
腕
輪
作
製

の
目
的
が
那
辺
に
あ

っ
た

か
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
貝
輪
は
信
濃
、
甲
斐
、
遠
江
、
出
雲

の
畿

内
型

の
古
墳
に
葬
ら
れ
た
首
長
に
贈
ら
れ
て
い
た
。
す
で
に
多
く

の
地
域
が
玉

製
腕
輪
類
を
尊
び
、

一
方
で
貝
製
腕
輪

の
流
行

は
終
焉

に
向

か
う
時
期
、
何
故

こ
れ
ら
の
地
域
に
突
起

・
棘
を
も

つ
貝
輪
が

ヤ
マ
ト
か
ら
贈
ら
れ
た
の
か
。

突
起

・
棘

へ
の
特
別
の
意
識
は
、
弥
生
時
代
後
期
以
降
、
各
地

で
流
行
し
た

有
鉤
銅
釧
や
巴
型
銅
器

に
端
的

に
示
さ

れ
て
い
る

(写
真
27
)。
巴
型
銅
器
は

古
墳
時
代
に
も
継
続
す
る
。
そ
の
分
布

は
信
濃
、
遠
江
に
お
い
て
ス
イ
ジ
ガ
イ

貝
輪
の
分
布
と
重
な
り
、
甲
斐
、
武
蔵

、
相
模
、
伯
耆
に
お
い
て
ス
イ
ジ
ガ
イ

写真28.棘 を もつ腕輪 左二つ の腕輪 とその材料 の テソ

グガイ(右)。 テングガイも南海産 の貝であ る。古墳時代 中

期 。

貝
輪
を
も

つ
甲
斐
、
テ
ン
グ
ガ
イ
貝
輪
を
も

つ
出
雲
に
隣
接
し
て
い
る
。

つ
ま

り

ス
イ
ジ
ガ
イ

・
テ
ン
グ
ガ
イ
で
作
ら
れ
た
腕
輪

は
、
伝
統
的
に
突
起

・
棘

へ

の
意
識
を
も

つ
地
域

の
首
長
に
、
選
択
的
に
届
け
ら
れ
た
と
み
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る

(写
真
28
・
29
)。

こ
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ぽ
、
古
墳
時
代
前
期
～
中
期

の
突
起

・
棘
を
も

つ
貝

輪
は
、
玉
製
腕
輪
類
の
流
行
と
は
無
関
係

に
、
既
存

の
観
念

の
表
現
手
段
と
し

て

「鉤
」
に
読
み
替
え
ら
れ
た
珍
し
い
文
物
で
あ

っ
た
と
み
な
す

こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。

写真29.鉤 を もつ腕 輪 静 岡県松林 山古

墳 出土 品。 古墳 時代前期。

写真30.た まきがい を着装 した女性 左 前腕 に29個 着装

す る。福岡 県榎坂貝塚 出土。縄文時代後期 。
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写真31.ふ ねがい貝輪 とた まきが い貝輪 上段 はふ;ねが

い貝輪、下段 はた まきが い貝 輪。熊本県阿高貝塚 採集。縄

文時代。

㈲

形
而
上
レ
ベ
ル
ー

イ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
貝
製
品

(
21
)

 ①
縄
文
時
代

の
女
性

の
貝
輪

貝
輪
は
、
縄
文
時
代
早
期
か
ら
登
場
す
る
装
身
旦
ハで
あ
り
、
そ
の
素
材
に
は

ふ

ね

が

い

匡
§
筑§
鳴、
た

ま

き

が

い

O
督
禽
ミ
鳴
註
§

鳴、

い

た

ぽ

が

き

O
絵
ミ
"§
鴨、
う

み
ぎ

く

憩
§
魯
鳶
§

Q、
ア

カ

ニ
シ

肉
§
§

犠

嘘§
o寶

(<
鋤
一Φ
】PO
一Φ
コ
コ
Φ
ω)
な
ど
が
充
て
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
貝
輪

の
着
装
例

の

九
割
は
成
人
女
性

に
よ
っ
て
占

め
ら
れ
、

そ
の
着
装
数
は
片
腕
最
大
二
九
個
に

及
ぶ
。
縄
文
時
代

の
貝
輪
は
基
本
的

に
女

性
の
装
身
旦
ハと
い
え
る

(写
真
30
)
。

貝
輪

の
素
材
は
地
域

に
よ
り
内
湾
性
の
貝

(
い
た
ぼ
が
き
、
ア
カ

ニ
シ
)
と

外
洋
性

の
貝

(ふ
ね
が

い
、
た
ま
き
が
い
、
う
み
ぎ
く
)
が
適
宜
使
用
さ
れ
て

写 真32.

期 。

たまきがい貝輪 福岡県新延貝塚。縄文時代後

写真33.い たぼ が き製貝 輪

縄 文時代後～晩期。

愛知県伊川津遺跡出土品。

い

る

(写

真

31

・
32
)
。

こ

れ

ら

の
内

で
も

使

用

の
多

い

の

は

ふ

ね

が

い

と

た

ま

き

が

い

で
、

全

体

の

六

割

を

占

め

る
。

ふ

ね

が

い
科

に

は

ア

カ

ガ

イ

⑦
ミ
ー

辱
蝕
貸
§
匙

ひ
恙
亮

ミ
o
ミ

筑

(ω
o
び
『
Φ
コ
o
パ
)
、

ハ

イ

ガ

イ

鐺

畿
ミ
§
犠

晦
ミ

ミ
◎
器

(=
目
9
①
⊆
ω)
な
ど
が
属
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
そ
の
血
液
に

ヘ
モ
グ

ロ
ビ

ン

を
含

ん
で
赤

い
血
を
も

つ
こ
と
を
共
通

の
特
色
と
す
る
。
た
ま
き
が

い
科

の
貝

も
同
様

の
生
態
的
特
徴
を
備
え
て
い
る
。

い
っ
ぽ
う
、
巻
貝
で
あ
る
ア
カ

ニ
シ

は
そ
の
外
唇
部
が
鮮
や
か
な
朱
色

で
、
貝
輪
も
こ
れ
を
明
確
に
意
識
し
た
作
り

で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
縄
文
時
代
の
貝
輪
は
、
女
性
ー
血
-
赤
と

い
う
連
想

の

(
22

)

 も
と
に
作
製
さ
れ
た
装
身
旦
ハで
は
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
推
定
が
成
り
立

つ
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
他
に
貝
殻
表
面
の
色
が
鮮
や
か
な
朱
、
橙
、
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紅
の
う
み
ぎ
く
が
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
貝
輪

の
素
材
に
な

っ
て
い
る
こ
と
も
、

理
解
し
や
す
い
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
の
素
材
と
し
て
、
貝
輪
全
体

の
二
割
近
く
を
占

め
る
い
た
ぽ
が
き

が
あ
る

(写
真
33
)。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
上

の
連
想

に
か
か
わ
る
特
徴
を
貝

自
体

に
見
い
だ
し
難

い
。
た
だ

い
た
ぽ
が
き
は
、
胎
生
と
い
う
他

の
貝
に
比
べ

る
と
際
だ

っ
た
生
態
的
特
徴
を
も

っ
て
い
る
。
六
～
九
月

の
産
卵
期

に
お
い
て
、

い
た
ぽ
が
き
の
幼
生
は
貝

の
外
套
膜
内

の
一
定
の
場
所

で
育

つ
の
で
、
こ
の
時

期
殻
を
わ
る
と
外
套
膜
内
に
黒

っ
ぽ
い
小

さ
な
幼
生

の
集
ま

っ
て
い
る
の
が
わ

か
る
。
こ
れ
を
出
産
や
多
産
と
い
う
文
化

的
意
味
に
連
想
さ
せ
れ
ぽ
、
こ
の
貝

殻
を
こ
と
さ
ら
女
性
の
腕
輪

の
素
材
に
選
ん
だ
理
由

に
は
な
ろ
う
。

写 真34.し ゃ こ が い 左'シ ラ ナ ミ、 右 ●ヒ メジ ャ コ

つ
ま
る
と
こ
ろ
縄
文
時
代

の
貝
輪

は
、
女
性
-
血
-
赤
-
出
産
と

い
う
連
想

の
も
と
に
作
ら
れ
た
装
身
具
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
お
そ
ら
く
縄
文
文
化

に
お
い
て
も
、
女
性
が
成
人
し
結
婚
し
て
子
供
を
産
み
育

て
る
こ
と
に
か
か
わ

る
共
通
す
る
認
識
が
あ
り
、
特
定

の
貝
の
生
態
が
こ
れ
を
連
想
さ
せ
た
た
め
に
、

そ
の
属
性
を
と
く
に
取
り
入
れ
た
装
身
具
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
血
、
赤

色
、
出
産
あ
る
い
は
多
産
を
表
わ
す
こ
と
の
で
き
る
貝
は
、
縄
文
人

の
女
性
性

に
赤
色
と
多
産

の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
し
た
と
考
え
た
い
。

(
23

)

②

し

ゃ

こ
が

い

の
辟

邪

沖

縄

諸

島

で

は

新

石

器

時

代

、

墓

地

に

し

ゃ

こ
が

い

(
シ
ラ
ナ

、・・

寄

軌§

§

匙

〔
§

曹

§

§

勸
〕

§
§
軌§
織

〔
幻
α
9
昌
αQ
〕
、

ヒ

レ

ジ

ャ

コ

竈

§

らミ
9

〔
肉
NO
§

ら
ミ
魯
〕

写真35.し ゃこがいに頭をはさまれて埋葬される人物
沖縄県真志喜安座間原第一遺跡。縄文時代晩期～弥生時代

前期併行期。

写 真36.三 叉路の魔 除 けをす る しゃこが

い 沖縄県伊計島。1993年 。
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写真37.ヒ レジ ャコ 水槽 内で外套膜 を広 げて い る。外

套膜 内に1孔 が開 いている。沖縄県水産 試験場八 重山支場

にて。1997年 。

の
Q
ミ
蹟
ミ
"・O
Gっ
織

い
鋤
日

蝉
目
O
評
、

シ

ャ

ゴ

ウ

歳

暁
辱
辱

O
魅
ミ

の

隷
§

愚

§

〔
冖
、一口
づ
鋤
Φ
二
ω
〕
、

ヒ

メ

ジ

ャ

コ

寰

§

ら
ミ
縞

〔
G
ぎ

ミ
ミ
ミ
魯

§
〕

ら
こ
ら
§

い
鋤
ヨ
贄
o
評

な
ど

)

(写

真

34
)

を

置

い

た

り

、

墓

壙

内

の
被

葬

者

の
頭

、

関

節

、

手

、

足

上

に
し

ゃ

こ
が

い

を

置

い

た

り

、

甚

だ

し

き

は

大

型

の
し

ゃ

こ
が

い

で

墓

壙

内

の
頭

部

を

覆

っ
た

り
す
る
習
俗
が
認

め
ら
れ
る

(写
真
35
)
。

こ
の
習
,俗

は
琉
球
王
朝
期
に
構
造

的
な
墓
室
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
も
基
本
的
に
継
承
さ
れ
、
し
ば
し
ぼ
墓

内

の
玄
門
近
く
や
墓
内
部

の
し
き
り
近
く

に
し
ゃ
こ
が

い
が
置
か
れ
、
ま
た
子

供

の
墓
に
も
意
図
的
に
し
ゃ
こ
が
い
が
置

か
れ
た
。
近
世
琉
球
期

に
は
こ
う
し

た
使
用
法
と
は
別
に
、
何
か
を
呪
的
に
阻

止
す
る
目
的

で
、
道

の
途
中

に
し
ゃ

こ
が

い
を
生
息
時

の
よ
う
に
対

の
ま
ま
地
中

に
埋
め
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
習

俗
は
現
代
ま
で
継
続
し
、
幽
霊

の
立

つ
と
さ
れ
る
家

の
通
路
に
し
ゃ
こ
が
い
を

埋
め
、
さ
ら
に
近
年
で
は
門
柱
上
に
し

ゃ
こ
が

い
を
対

の
ま
ま
載
せ
る
習
俗
が

加
わ

っ
て
い
る

(写
真
36
)
。

し
ゃ
こ
が

い
の
方
言
名
ア
ジ
ケ
ー
は
、
も

の
が
ア
ジ

マ
ー
に
な
る
、

つ
ま
り

十
字
形

に
交
叉
し
て
い
る
状
態
を
示
す
意
味
を
含
ん
で
お
り
、
十
字
形

の
交
叉

は
遮
断
、
防
害

に
よ
る
辟
邪
を
意
味

し
た
。
ア
ジ
ケ
ー
と
は
ア
ジ

マ
ー
の
貝

(
ケ
ー
)
と
い
う
意
味
な
の
で
あ

る
。

ア
ジ

マ
ー
の
辟
邪
思
想

は
、
文
献
に
よ

る
と
古
琉
球
期
に
は
存
在
し
て
い
る

(
一
五
～

一
六
世
紀
)
。
民
俗
学
者
は
、
し

ゃ
こ
が

い
の
口
が
波
形

に
交
叉
し
て
い
る
状
況
が

こ
の
貝
を
ア
ジ

マ
ー
の
貝
と

よ
ぽ
せ
た
要
因
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
こ
れ
は
ア
ジ

マ
ー
の
辟
邪
思
想

が
あ

っ
て
こ
そ
可
能
な
し
ゃ
こ
が

い
へ
の
形

の

「
読
み
替
え
」

で
あ
ろ
う
。
考

古
資
料
に
お
い
て
し
ゃ
こ
が
い
が

一
貫
し
て
墓
に
伴

っ
て
き
た
こ
と
は
、
そ
の

よ
う
な
読
み
替
え
以
前

に
、
し
ゃ
こ
が

い
と
人
間

の
死
が
よ
り
直
接
的
に
結
び

つ
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

私
は
、
し
ゃ
こ
が

い
が
墓
の
呪
具

に
な

っ
た
の
は
、
し
ゃ
こ
が

い
自
身

の
生

態

に
直
接

の
要
因
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
考
え
て
い
る
。
し
ゃ
こ
が

い
は
サ
ン
ゴ

礁

の
海
底
に
上
向
き
に
開

口
し
、
普
段
は
海
中
に
華
や
か
な
外
套
膜
を
ひ
ら
ひ

ら
と
出
し
、
そ
の
中
に
呼
吸
の
た
め
の

一
孔
を
開

い
て
、
そ
れ
が
あ
た
か
も
辺

(
24

)

り
を
窺

っ
て
い
る

「眼
」

の
よ
う
に
見
え
る
。
そ
う
し
て
物
影
が
近
づ
く
と
速

や
か
に
閉

口
し
、
し
か
も

一
旦
閉

め
ら
れ
た
口
は
容
易

に
開
く
こ
と
が
な

い

(写
真
37
)。
し
ゃ
こ
が

い
の
こ
の
よ
う
な
厳
重
な
遮
断
性
と
、
敏
感
な
危
険
察

知
力
、
海
底
に
口
を
開

い
て
奧

に
い
か
に
も
異
界
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
特
徴

的
な
全
体
の
造
形
は
、
日
頃
か
ら
海
に
親
し
ん
で
い
た
古
代
琉
球
人

に
強
烈
な

印
象
を
与
え
、
彼
ら
の
想
像
力
を
刺
激
し
た
に
違
い
な
い
。
琉
球
人
は
し
ゃ
こ
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表2.本 土地域の古代貝文化

文化 レベル 素材の価値 素材 貝製品 素材入手地

形而下レベル 1.便 宜的素材 巻貝、二枚貝 容 器 、 ヘ ラ状 製 品、 玉 類 、 近隣

(機能の実現手段) 刃器、装飾品(縄 文時代～

古代)

II.代 替 素 材 ゴホ ゥ ラ、 い もが い、 まる型貝輪(弥 生時代) 遠隔地

オオ ツタ ノハ (青銅 。ガラス ・玉 製腕輪 の

模倣か)

III.最 適 素 材 いもがい 雲珠等(古 墳時代) 遠隔地

シ ャソ ク ガ イ 法螺(古 代) 遠隔地

ヤ コ ウガ イ 螺鈿(古 代) 遠隔地

ハ マ グ リ 貝覆い(古 代) 近隣～遠隔地

形而上レベル IV.イ メ ー ジ に ゴ ホ ゥラ、 い もが い 、 うずまき型貝輪(弥 生時代) 遠隔地

(観念の表出手段) 対応する素材 ス イジ ガ イ 、 テ ン グ 突起 ・棘をもつ貝釧(古 墳 遠隔地

ガ イ 時代)

V.イ メ ー ジ を ふねがい、たまきが 女性の貝輪(縄 文時代) 近隣

喚起する素材 い 、 ア カ ニ シ、 い た

ぽがき

表3.琉 球列島の古代貝文化

文化レベル 素材の価値 素材 貝製品 素材入手地

形而下レベル 1.便 宜的素材 巻貝、二枚貝 容 器 、 玉類 、 刃 器 、装 飾 品 、 近隣

(機能の実現手段) 工具(先 史時代～グスク時

代)

II.代 替 素 材 いもがい 貝符、竜佩等(種 子島の弥 近隣・遠隔地

生～古墳時代)

(玉製品の模倣か)

うみぎくがい等 鮫歯形製品(先 史時代) 近隣

III.最 適 素 材 ヤ コ ウガ イ 容器(先 史時代～古琉球) 近隣

し ゃ こが い 斧(先 史時代) 近隣

ス イジ ガ イ 、 イ トマ 漁労具(先 史時代) 近隣

キ ボ ラ

形而上レベル IV.イ メ ー ジ に (オ オ ベ ッ コ ウガ サ 、 (貝輪、先史時代) (近隣)

(観念の表出手段) 対応する素材 うみ ぎ く、 サ ラ サ ・ミ

テ イ、 ゴ ホ ウラ)

V.イ メ ージ を し ゃ こが い 呪具(先 史時代～現代) 近隣

喚起する素材



が

い
の
こ
の
よ
う
な
生
態
に
何
よ
り
開
閉
性
、
遮
断
性
を
よ
み
と
り
、
こ
れ
を

重
大
な
境
界

の
機
能
と
し
て
認
識
す
る
に
至

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ

う
し
た
認
識
が
、
し
ゃ
こ
が

い
を
介
し
た

「生
」
と

「死
」

の
解
釈
を
生
み
、

あ
の
世
か
ら
の
遮
断
を
望
む
こ
の
世

の
習
俗
に
し
ゃ
こ
が
い
を
登
場
さ
せ
る
こ

と
に
な

っ
た
の
だ
と
考
え
た
い
。
斜
め
に
ほ
り
こ
ま
れ
た
墓
壙

の
中
に
、
頭

の

方
を
低
く
し
て
し
か
も
頭
部
の
両
側
を
し
ゃ
こ
が

い
で
挟
み
込
ま
れ
て
う
つ
ぶ

せ
に
葬
ら
れ
て
い
た
被
葬
者

の
存
在

は

(真
志
喜
安
座
間
原
第

一
遺
跡
の
例
。
写

真
35
)、
後

の
ア
ジ

マ
ー
の
思
想

で
は
な

く
、
し

ゃ
こ
が

い
本
来

の
閉

口
力

に

よ
ら
ね
ば
、
そ
の
強
烈
な
呪
的
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
な

い
と
思
う
。

し
ゃ
こ
が
い
は
、
出
て
い
宅
う
と
す
る
死
霊
を
捕
獲

.
封
入
す
る
た
め
の
呪
具
、

人
を
あ
の
世
に
留

め
お
く
呪
具
、
す
な
わ
ち
死
に
た
い
す
る
辟
邪

の
具
と
し
て

琉
球
人
に
認
識
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
み
て
こ
そ
、

し
ゃ
こ
が

い
と
墓
と

の
強

い
結
び

つ
き
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
し
ゃ
こ
が

い
が
死

の
辟
邪
に
明
確
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
素
材

で
あ

っ
た
と
解
釈
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

し
ゃ
こ
が
い
は
そ
の
後
ア
ジ

マ
ー
の
辟
邪
思
想
の
影
響

に
よ

っ
て
、
そ
の
波

形

の
口
が
十
字
形

に
読
み
替
え
ら
れ
、
も

と
よ
り
辟
邪

の
貝
で
あ

っ
た
こ
と
か

ら
名
称
も
ア
ジ
ケ
ー
に
な
る
。

こ
う
し
て
し
ゃ
こ
が

い
は

「出
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
」
だ
け
で
な
く

「侵
入
し
よ
う
と
す
る
も

の
」
を
も
阻
止
す
る
辟
邪

の

具
に
な
る
。
最
近
門
柱
上

に
対
で
の

っ
て
い
る
し
ゃ
こ
が
い
や
、
T
字
路
突
き

当
た
り

の
塀

に
の
っ
て
い
る
し
ゃ
こ
が

い
は
、
魔
除
け
の
獅
子
や
石
敢
当
と
同

…様

「侵
入
し
て
く
る
も
の
を
跳
ね
返
す
辟
邪
の
旦
ハ」
に
さ
、兄
な

っ
て
、
そ
の
守

備
範
囲
を
と
め
ど
な
く
広
げ

て
い
る
。
こ
れ
は
威
嚇
す
る
獅
子

の
口
が
し
ゃ
こ

が

い
の
口
に
読

み
替
え
ら
れ
た
た
め
に
お
こ
っ
た
現
象
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

み
る
と
、
し
ゃ
こ
が

い
は
ア
ジ

マ
ー
の
辟
邪
観
念
を
特
定
さ
せ
た
素
材
で
も
あ

り
、
ま
た
威
嚇
の
辟
邪
観
念
を
特
定
さ
せ
た
素
材

で
も
あ
る
と
い
・見
る
。

5

貝
文
化
試
論

の
べ
て
き
た
貝
製
品
の
種
類
は
、
日
本
列
島

の
貝
文
化
を
語
る
に
充
分
で
は

な
く
、
ま
た
提
示
し
た
い
く

つ
か
の
解
釈

に
異
論
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
列
島
貝

文
化

の
全
体
像
を
描
く
こ
と
を
優
先
さ
せ
、
先
に
進
む
こ
と
に
し
た
い
。
先
に

示
し
た
文
化

レ
ベ

ル
の
枠
組

み
に
、
前
章

の
諸
例

に
若
干
の
補
足
例
を
加
、兄
た

古
代
の
類
例
を
充
填
し
て
み
よ
う
。
前

ペ
ー
ジ
に
本
土
地
域
と
琉
球
列
島
と
を

わ
け
て
示
し
た

(表
2

・
表
3
)。

両
地
域

の
貝
文
化
を
比
べ
る
と
、
本
土
地
域

の
も
の
が
遠
隔
地
の
貝
を
多
く

使
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
琉
球
列
島
で
は
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
近
海

の
貝
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
ま
た
前
者

で
は
時
代

に
よ
る
貝
文
化

の
傾

向
が
明
ら
か
な

の
に
対
し
、
後
者

で
は
そ
れ
ほ
ど
顕
著
で
は
な
い
。
問
題
を
整

理
す
る
た
め
に
、
以
下
両
地
域

の
貝
文
化

の
流
れ
を
時
代
を
お
っ
て
み
て
み
よ

う
。本

土
地
域

の
貝
文
化
は
、
縄
文
時
代

に
は
、
近
海

の
二
枚
貝
を
用
い
た
極
め

て
独
自
性

の
高

い
腕
輪
習
俗
を
生
み
、

こ
れ
が
本
土
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
受
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容
さ
れ
、
長
く
継
続
し
て
、
縄
文
文
化

の
大
き
な
特
色
と
な

っ
た

(表
2
の
レ

ベ
ル
V
、
以
下
表
2
は
省
略
)。
弥
生
時
代

に
は
大
陸
渡
来

の
文
化

の
影
響
下
、

こ
の
よ
う
な
装
身
観
念

は
急
速
に
衰
退
し
、
農
耕
社
会

の
観
念

に
適
合
す
る
装

身
旦
ハが
新

た
に
選
択
さ
れ
て
い
く
。
琉
球

列
島
産

の
大
型
巻
貝
類

(ゴ
ホ
ウ
ラ
、

い
も
が

い
、
オ
オ
ッ
タ
ノ
ハ
)
は
こ
の
過

程

で
九
州
に
登
場

し
、
弥
生
時
代

の

初
期
に
は
、
大
陸
的
な
正
円
形
腕
輪
を
模
倣
す

る
素
材
と
し
て
漁
労
民

の

一
部

に
用
い
ら
れ

て
い
た

(
レ
ベ
ル
H
)。
間

も
な
く
弥
生
社
会
独
自

の
祭
祀
が
成

立
す
る
と
、
こ
れ
に
適
合
す
る
貝
素
材
が
改
め
て
選
択
さ
れ
、
う
ず
ま
き
デ
ザ

イ

ン
を
意
識
し
た
、

い
わ
ゆ
る
南
海
産
貝
輪
が
成
立
す
る

(レ
ベ
ル
W
)。

こ
の
時
期
、
特
定
観
念

の
表
出
手
段

(農
耕
祭
祀
)
の
素
材
獲
得

の
た
め
に
、

適
材

(南
海
産
貝
類
)
の
入
手
路
を
遠
方

(琉
球
列
島
)
に
開
拓
し
て
取
り
寄
せ

る
と

い
う
行
為
が
日
常
化
す
る
。
こ
れ
は
縄
文
時
代
に
は
な
か

っ
た
現
象

で
あ

る
。
素
材
を
遠
方
に
求
め
る
傾
向
は
、
続
く
古
墳
時
代
、
古
代
に
お
い
て
も
認

め
ら
れ
、
イ
メ
ー
ジ
の
表
出
手
段
と
し
て
、
ま
た
工
芸
素
材
と
し
て
南
海
産
の

貝
が
し
ぼ
し
ぼ
使
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
傾
向

の
中

で
、
輸
入
法
具
で
あ

っ
た
イ

ン
ド
産

シ
ャ
ン
ク
ガ
イ
の
法
螺
は
、
そ
の
代
替
素
材
を
国
産

の
ボ
ウ
シ
ュ
ウ
ボ

ラ
類
、
ホ
ラ
ガ
イ
に
求

め
な
が
ら

(レ
ベ
ル
H
)、
適
材

を
琉
球
列
島
産

ホ
ラ

ガ
イ
に
絞
り
込
ん
で
い
く

(
レ
ベ
ル
m
)
。

こ
の
よ
う
に
、
本
土
地
域
に
お
け
る
貝
文
化
は
、
農
耕
社
会
成
立
を
機

に
古

代
に
至
る
ま
で
、
近
海

の
貝
か
ら
南
島
の
貝

へ
と
需
要

の
重
心
を
大
き
く
移
動

さ
せ
て
き
た
。
貝
文
化

の
レ
ベ
ル
は
ー
～

V
に
及
び
、
南
海
産
の
貝
類
も
レ
ベ

ル
皿

・
W
を
充
足
す
る
な
ど
、
文
化
的
に
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
し

か
し
琉
球
列
島

の
貝
を
大
量
に
長
時
間
に
わ
た

っ
て
採
用
し
て
き
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
本
土
地
域

の
人
々
は
つ
い
に
こ
れ
ら
を
も
と
に
独
自
の
観
念
を
創
出

す
る

(
レ
ベ
ル
V
)
に
至
ら
ず
、

こ
れ
を
イ

メ
ー
ジ

の
表
出
手
段
や
形
而
下

の

素
材
と
し
て
用

い
る

(
レ
ベ
ル
ー1
～
W
)
に
留
ま

っ
た
。

い
っ
ぽ
う
琉
球
列
島

で
は
先
史
時
代
以
来
、
形
而
上

℃
下
両

レ
ベ
ル
に
お
い

て
近
海

の
サ
ン
ゴ
礁

の
貝
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
、
そ
の

一
部
は
琉
球
王
朝

期
、
さ
ら
に
は
現
代

に
ま
で
継
続
し
て
い
る
。
縄
文
時
代
併
行
期
か
ら
現
代
に

至
る
呪
旦
ハと
し
て
の
し
ゃ
こ
が
い

(表
3
の
レ
ベ
ル
V
、
以
下
表
3
は
省
略
)
の

息

の
長
さ
は
、
こ
の
地
域

の
貝
文
化
最
大

の
特
徴
で
あ
る
。
弥
生
時
代
か
ら
古

墳
時
代
併
行
期
に
か
け
て
、

一
時
期
貝
符
や
竜
佩
が
登
場
す
る
の
は
、
異
文
化

接
触

に
よ

っ
て
お
こ

っ
た
貝
に
よ
る
玉
製
品
の
代
替
現
象
と
み
ら
れ
る

(
レ
ベ

ル
ー1
)。
琉
球
列
島
に
多

い
貝
輪

は
、
お
そ
ら
く
何
ら
か

の
装
身
観
念

に
結
び

つ
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
知
ら
れ
る
着
装
例
が
稀
少
な
た
め
、
具
体
的

研
究
は
進

ん
で
い
な
い
。
主
体
的
意
味
を
も

っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く

W
な
い
し
V

レ
ベ
ル
に
お
さ
ま
る
で
あ
ろ
う
。

総
じ
て
琉
球
列
島

の
貝
文
化
は
、
発
想

・
素
材
と
も
に
在
地
の
も

の
に
拠

っ

て
い
る
。
本
土
地
域

の
よ
う
に
素
材
を
外
に
求
め
、
次
々
に
新
た
な
文
化
現
象

の
表
現
手
段
と
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
在
地
的
貝
文
化

の
各

レ
ベ

ル

(1
～
V
)
が
長
く
継
続
す
る
。
こ
の
傾
向

は
、
琉
球
列
島

に
階
級
社
会
が
成

立
す
る
グ
ス
ク
時
代

に
お
い
て
も
基
本
的
に
変
わ
ら
な

い
。
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本
土
地
域
と
琉
球
列
島
の
貝
文
化

は
、
先
史
時
代
以
来
対
照
的
に
展
開
し
て

い
る
。
本
土
地
域
は
、
極
め
て
目
的
的
に
多
く
の
琉
球
列
島

の
貝
類
を
素
材
に

取
り
入
れ
て
自
ら
の
貝
文
化
と
な
し
、
こ
れ
を
農
耕
社
会
や
古
代
国
家

の
形
成

に
投
影
さ
せ
て
き
た
。
し
か
し
本
土
地
域

に
お
い
て
最
も
主
体
性

の
強

い
貝
文

化
は
、
在
地
の
二
枚
貝
を
用

い
た
縄
文
時
代

の
貝
輪
に
極
ま
り
、
以
後
貝
文
化

の
レ
ベ
ル
は
徐
々
に
形
而
下

レ
ベ
ル
に
向

か

っ
て
移
行
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
に

対
し
、
琉
球
列
島
は
別
個

の
歩
み
を
保
ち
、
む
し
ろ
素
材

の
貝
を
外

に
提
供
す

る
こ
と
で
、
階
級
社
会

(グ

ス
ク
時
代
以
降
、

一
二
世
紀
以
降
)

へ
の
変
化
を

実
現
し
て
き
た
と
い
え
る
。
し
か
も
形
而
下
か
ら
形
而
上

レ
ベ
ル
ま
で
の
貝
文

化

の
体
系
が
基
本
的

に
現
代
ま
で
継
続
し
て
い
る
点
は
、

こ
の
地
域

の
貝
文
化

最
大

の
特
色
と

い
え
よ
う
。

以
上
、
貝
製
品

の
素
材
的
価
値
を
複
数

の
文
化

レ
ベ
ル
に
お
い
て
構
造
的
に

示
し
、
文
化
史
的
な
有
効
性
を
描

こ
う
と
し
た
。
今
回

の
作
業
は
日
本
列
島
全

域
を
包
括
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
試
み

に
比
較
し
た
二
地
域
の
全
体
像
と
方

向
は
、

し
か
る
べ
き
結
論
を
導

い
て
い
る
と
思
う
。
こ
の
方
法

の
有
効
性
に
つ

い
て
、
今
後
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

注

(1

)

矢

野
憲

一

『も

の
と
人

間

の
文

化
史

62

鮑

(あ

わ

び
)
』
法

政

大

学
出

版

局
、

一
九

八
九
年

、

一
八
四
～

一
九

五

ぺ

ー
ジ
。

(2

)

宮

本
馨

太
郎

『民

具
入

門
』
慶

友
社

、

一
九

七
三
年

、

五

ニ

ペ
ー
ジ
。

(3

)

小

田
富

士
雄

「
貝
包

丁

と
鉄
包

丁

」

『考

古
学

論
叢

』

1
、

一
九

七
三
年

。

(
4
)

上

江
洲
均

『
沖
縄

の
暮

ら

し
と
民

具
』
慶

友
社

、

一
九

七

二
年

、

九

ペ

ー

ジ
。上

江

洲
均

『沖

縄

の
民
具

』
慶

友
社

、

一
九
七

三
年

、
五

五

ペ

ー
ジ
。

(
5
)

宮
崎

県

の
碁

石
製

造
業
者

か
ら
教

え

て

い
た
だ

い
た
。

以
下

の
文

献

に
も

詳

し

い
記
述
が

あ

る
。

白
井
祥

平

『も

の
と

人
間

の
文

化
史

83
-

m

貝

m
』

法

政
大

学
出

版
局

、

一
九
九

七
年

、
七

八

四
～

七

八
七

ペ
ー
ジ
。

(6

)

こ
れ

に

つ
い
て

は
下

記

の
文
献

が

詳

し

い
。

野

本

寛

一

『軒

端

の
民

俗

学

』
白

水
社

、

一
九

八
九
年

、

三
六
～

五
六

ペ
ー
ジ
。

(
7
)

注

(
1
)
文

献

二
八

三
～

二
八
七

ペ
ー
ジ
、

注

(3
)
文

献

五

二
～
五

四

ペ

ー
ジ
、

な
ど
。

(
8
)

J

・
G

・
ア

ン
ダ

ー

ソ
ン

「
子
安

貝

の
表
象

」

『黄

土
地

帯
』

(松

崎
寿

和

訳

)
座

右
寶

刊

行
会

、

一
九

四

二
年

。
柳

田

国
男

「
宝

貝

の

こ
と
」

『海

上

の

道

』

一
九

六

一
年

、
筑

摩
書

房
。

亀

山

慶

一

「
こ
や
す

が

い

子
安
貝

」

『
日
本

民
俗
事

典

』
大

塚
民
俗

学
会

、

一
九

四
七
年

、

二
六

八

ペ
ー
ジ
。

(
9
)

白

井
祥

平

『
原
色

沖
縄

海
中

生
物

生
態

図
鑑

』
新

星
図
書

、

一
九

九

七
年
、

二
六

一一一
ペ
ー
ジ
、

な
ど

。

(
10
)

平

川
敬

治

「
日
本

に
お
け

る
貝
製

飯
鮹

壷
延

縄
漁

」

『
民
族
学

研
究

』

55
-

1
、

一
九
九

〇
年

、

八
六
～

九

七

ペ
ー
ジ
、

な

ど
。

(
11
)

注

(
4
)
上

江
洲

一
九
七

二
年
文

献
、

二
〇

五
～

二
〇

七

ぺ
ー
ジ
。

(
12
)

注

(5
)
文

献

七

八
○
～

七

八
四

ぺ
ー
ジ
。
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(
13
)

木

下

尚

子

「南

海

産

貝
輪

の
系

譜

」

『南

島

貝

文
化

の
研
究

』
法

政

大

学

出

版
局

、

一
九
九

六
年

、

=

二
～

四
四

ペ
ー
ジ
。

木
下

「南

海
産

貝
輪

習
俗

の
構

造
」

同
右

、

七
九
～

一
〇

一
ペ
ー
ジ
。

(
14
)

国

分

直

一

・
盛

園
尚

孝

「
種

子

島

南

種

子

町
広

田

の
埋

葬
遺

跡

調

査

概

報

」

『考

古
学

雑
誌

』

43
-
3
、

一
九

五
八
年

、

一
五

三
～

一
八
三

ペ
ー
ジ
。

木
下

「
鹿

児
島

県
広

田
遺

跡
」

『探
訪

弥

生

の
遺

跡

西

日
本

編
』
有

斐

閣
、

一
九

八
七
年

、

二
三

六
～

二
四

五

ペ
ー
ジ
。

木
下

「
貝
符

」

『弥

生

文
化

の
研

究
』

8
、

雄

山

閣
、

一
九

八
七

年
、

一
九

八
～

二
〇

七

ペ
ー
ジ
。

(
15
)

貝

符

は

い
も

が

い

の
体

層

を
用

い
て
作

り
、

竜
佩

は

い
も
が

い

の
螺
塔

部

を

使
用

す

る
。

い
ず

れ
も
大

型

の
い
も

が

い
を
使

用

し

て

い
る
。

い
も

が

い
は
、

沖

縄
貝

類
標

本
館

の
中

嶺
俊

子
館

長

に
よ

れ
ば
世

界

に
約

八
○
○

種
類

知

ら
れ

て
お

り
、

そ

の
う

ち

日
本

に
は
約

二
〇

〇
種

類
が

生
息

し
、

そ

の
大
半

は
琉

球

列
島

に
集

ま

っ
て

い
る
と

い
う
。

貝
符

や
竜

佩

の
素
材

に
な

る

い
も
が

い
は
、

ア

ン
ボ

ン
ク

ロ
ザ

メ
や
ダ

イ

ミ

ョ
ゥ

イ

モ
、

ク

ロ
フ

モ
ド

キ
、

ナ

ト

メ
イ

モ
な

ど

で
あ

る
。

(16
)

木
下

「
イ
モ
ガ
イ
を
つ
け
た
馬
具
-

騎
馬
文
化

の
中

の
南
海
産
貝
」

『第

11
回
古
代

史

シ
ン
ポ
ジ

ウ

ム

倭
国

の
形
成

と
東

ア
ジ

ア
の
騎

馬
文

化
』
、

一
九
九

四
年

、
三

一
～

三
七

ペ
ー
ジ
。
前

掲

『南

島
貝

文
化

の
研

究
』

に
再

録
、

三

五

一
～

三
五

八

ペ
ー
ジ
。

(
17
)

木

下

「
貝
製

容

器

小
考

」
前

掲

『
南
島

貝

文

化

の
研

究
』
、
五

一
五
～

五

一二
〇

ペ

ー
ジ
。

(18
)

木

下

「
『
白
螺

貝

一
口
』

考
」

『文

学
部
論

叢

』
第

五
〇

号
史

学
編

、
熊

本

大
学

史

学
会
、

一
九
九

六
年

。

木

下

「
南
島

交

易

ノ

ー
ト
ー
古
代

・
中

世

に
お
け

る
法
螺

と

ホ

ラ
ガ
イ

の
需

要
」

『
東

ア
ジ

ア
に
お
け

る
社
会

・
文

化
構

造

の
異
化

課
程

に
関

す

る
研
究

』
、

平
成

六
～

七

(
一
九

九

四
～

九

五
)
年

度

科
学

研
究
費

補
助

金

一
般

研
究

(B
)

研
究
成

果
報

告
書

、
研

究
代

表
者

足
立

啓

二
、

一
九

九
六
年

、

五
七
～

八
八

ペ

ー
ジ
。

(
19
)

木

下

「
南

海
産

貝

輪

の
生

成

と
展

開
」

前
掲

『南

島

貝

文

化

の
研

究

』
、

四
九
～

七

六

ぺ
ー
ジ
。

他

は
注

(
13
)

文
献

に
同
じ
。

(
20
)

木

下

「
古

墳

時

代
南

島

交

易

考

-

南

海
産

貝
釧

と
貝

の
道

を
中

心

に
」

『考

古

学
雑
誌

』

81
-
1
、

一
九
九

六
年

、

一
～

八

一
ペ
ー
ジ
。

(
21
)

木

下

「
古
文

化
研

究
会

発
表

要
旨

-
縄

文
時

代

の
貝
輪

」

『古

文

化
談
叢

』

34
、

一
九

九
五
年

、

二
七

六
～

二
七
七

ペ
ー
ジ
。

(
22
)

こ

の
こ
と

は
渡

辺
誠

氏

が

早

く
指

摘

し

て

い

る
。

渡

辺

一
九
七

四
年

、

「縄
文
人
の
博
物
誌
-

赤
貝
の
腕
輪
」
『え
と
の
す
』
第
1
号

新
日
本
教
育

図

書
。

(
23
)

木

下

「
辟

邪

の
貝

1

し

ゃ

こ
が

い
考
」

『比

較

民
俗

研

究

』

6
、

一
九

九

二
年
、

五
～

三
九

ペ
ー
ジ
。

(
24
)

正

確

に

は
入
水
管

と
出

水

口

で
、

こ
れ
ら

は
交
互

に
ゆ

る
や

か
な
開
閉

を

繰

り
返

し

て

い
る

の
で
、
常

に

一
つ
の
眼
が

開

い
て

い
る
よ
う

に
見

え

る

の
で

あ

る
。

し
か

し
実

の
と

こ
ろ
、

「
眼
」

の
役
割

を

果

た

し

て

い
る

の
は

こ
れ

と

は
別

の
器
官

と

さ
れ

る
。

そ
れ

は
外
套

膜

に
あ

る

「
光

受
容

器
」

で
、

こ
れ
が

「
人
間

や

そ

の
他

の
も

の
の
影

を
感

じ

て
外

套

膜

を
退

縮

さ

せ
」

る

か
ら

で
あ

る
。

こ
う

し

て
し

ゃ
こ
が

い
は

「熱

帯

の
海

に
多

い
肉

食
者

の
攻

撃

か
ら

の
防

禦

手
段

」

を
得

て

い
る
。

奥

谷

喬
司

『海

の
貝

50
種

』

ニ
ュ
ー

サ
イ

エ
ン
ス
社

、

一
九

八
○
年

、
九

二

～

九

三

ペ
ー
ジ
。
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